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濟
學
の
定
義

(
1
)

ル
ヒ
經

棱

不

鑛

治

e e c w

へ「

經
濟
學
は
何
を
研
究
す
る
の
で
.あ
る
か
云
ふ
質 

問
は
何
人
に
も
發
し
据
ぐ
し
て

、

M
も

之
に
對
す
る
充 

分
な
答
辨
は
得
ら
れ
な
い
®
.が
_

あ
る
。
換
言
す
れ」

：
 

ば
、：，今
日
經
濟
學
の
定
義
^
關
し
て
は
諸
說
紛
々
た
る 

有
樣
で
あ
つ

て
、
未
だ
多
數
の
M
濟
學
豸
を
首
肯
せ
し 

め
得
る
程
に
完
全
な
定
義
は
.、見
出
し
難
い
の
で
あ
る
.。
 

他
國
は
い
ざ
知
ら
ず
、ン
經
濟
學
の
祖
國
た
る
英
國
に
於
：
 

て
は
如
何
ど
云
1
に
'、
矢
張
り
同
樣
で
あ
るW

思
ふ
r 

併

し

是

.れ

は
、
.必
す
し
；̂
®
濟

學

0

€

 

f

は
ま 

へ
ま
い
。
現
に
當
代
英
國
經
濟
學
者
中
の
第t

人
者
た

る
マ

 
H

5/
ア 

1;̂
.
^
 ̂
如

^TO 
す

 <v-C\

、

の

.
^
^
1
(
1 11̂ 
て

ジ
T

i

ぐ
ミ
少
經
濟
學
の
足
蕺 

第

七

號

|四
|ハ 

る
の
を
見
て
も
、
明
か
で
あ
る
。
日
く 

:,
:「

人
類
の
幸
福
安
寧
に
至
大
の
關
係
を
有
す
る
問
題 

を
研
究
す
る
學
問
な
る
經
濟
學
は
、
各
時
代
を
通
じ
て 

其
最
大
思
想
家
多
數
の
注
意
，を
惹
き
、
從
て
今
日
に
於 

て
は
已
に
圓
熟
の
境
に
到
達
し
た
る
な
ら
ん
ビ
惟
ふ
も 

の
な
き
を
保
せ
ず
。
然
る
に
祺
實
は
ヽ
之
に
反
し
て
從 

來
經
濟
學
を
以
て
®:
同
の
業
ど
な
せ
る
學
者
の
數
は
、
 

其
事
業
の
困

®
な
る
：に
比
較
し
て
は
甚
だ
少
数
に
し 

,:て
ノ
之
が
爲
め
紀
經
濟
學
は
今
3
1ビ
雖
も
未
だ
幼
稚
« 

る
：狀
態
に
在
る
を
免
れ
ず
:0
思
ふ
に
經
濟
學
が
、：
人
類 

の
高
尙
な
る
安
寧
に
斯
く
の
如
く
深
重
の
關
係
を
有
す
へ 

る
乙
^
を
看
破
す
る
も
の
尠

^
か

り

し

は

'、

其

一

原

因 

な
る
ベ
く
、
又
た
富
を
硏
究
の
目
的
^
す
る
學
問
は
、
高 

尙
な

る

思
想
上
の
皿

に̂

®:
心

銳

意

し

て

身

自

ら

密

を

.
 

得
ん
レ
の
念
を
有
せ
ざ
る
學
者
に
取
り
て
は
、

一
見
不 

快
の
感
を
與
ふ
る
は
免
れ
難
き
所
な
ら
ん」

と
。
8

1> 

>
 

併
じ
經
齊
學
不
進
歩
の
に
は
、
他
に
起
に
た

 ̂

,

1

，る
毛
の
，あ
6

^
な

し

、

マ
ー

シ

 

'ァ
ル
氏
は
言
葉
を
續
け
0
經
濟
學
者
.を
滿
足
せ
し
む
る
定
義
の
與
へ
.ら
れ 

て
日
ぐ
、

,て
居
ら
ぬ
理
由
は
、
明
か
に
，せ
ら
れ
得
る
ビ
思
ふ
。
然 

-
「

即
ち
近
世
の
*
濟
學
が
主
^
し
て
硏
究
の
題
目
^

.れ
ば//」
.

て
今
日
迄
の
經
濟
學
者
は
、
總
て
斯
學
の
定
義 

す
る
.產
樂
生
活
の
狀
態 

>
;
.
:

生
產
> 
分
.配
、
.:
消
費
等
の
問
を
與
へ
ず
に
經
濟
學
を
講
義
し
説
明
し
て
居
た
の
で
は 

題
は
、へ
極
め
て
最
近
，時
^
發
生
せ
し
も
の
な
る
こ
ど
.、、

|

な
いc

龜
竟
經
濟
學
其
#;
が
發
達
の
途
上
に
在
る
の
で
、 

M

n

,

f

9

是
等
の
問
題
れ
る
、
其
外
?a

R於
け
る
程1

:

甲
が
與
へ
为
斯
學
：の
定
義
は
、
'直
ち
に
乙
に
破
ら
れ
る 

の
變
動
は
實
質
上
に
是
れ
無
か
う
し
は
'
事
實
疑
ふ
可|

ぜ
云
ふ
有
様
に
在
つ
た
^
ぼ
>
あ
る
。
興
狀
態
が
.今
日
：
 

.が
ら
^=

近
世
の
經
濟
學
理
は
、
''
:進
步
の
後
れ
た
る
人j

:

迄
繼
續
し
て
居
る
の
で
、
吾
々
に
は
、
未
だ
經
濟
學
の
'
 

«'
の
狀
態
に
も
適
用
し
#
ら
る
、
こV
、

皮
相
の
舰
察|

定
義
が
完
全
に
與
へ
ら
れ
て
居
な
い
譯
に
な
る
の
で
あ 

者
が
思
上
所
に
勝
る
%:
の
多
：々
之
れ
あ
ヶ
。
然
れ
r
も

|

レ
0

多
く
の
異
樣
な
る

^

■
?:
:

一
賞
せ
る
實
質
上
の
統 

一
ノ

,兹
に
私
は
、
經
濟
學
史
上
の
一
参
實
ビ
し
て
經
濟
學 

は
、
之
を
看
破
す
る
こ
S
決
し
て
容
易
の
業
に
非
す
。
• 

1

0一
定
義
を
紹
介
し
や
う
>
し
思
.ふ
の
で
あ
る
、即
ち
ジ
ョ 

前
代
の
學
者
が
苦
心
慘
儋
し
て
殘
ず
る
硏
究
の
結
果
を
一
ン
。
ス
チ
ュ
，ァ
ー
ト
，
ミ
^
の
：そ
れ
で
あ
る
。
 

充
分
に
利
用
せ
ず
し
て
已
び
は
何
れ
の
代
の
學
者
に
も.

ミ
;̂
は 

一
A
lg
ra
^
E
s
s
a
y
s 

o
n

 S
o
m
e

 

Unsettled 

免
れ
ざ
る
所
な
^
S
O
J
t
。(

管

) 

：

Q
s
s
t
i
o
n
s

 

of Political E
c
o
n
o
m
y
.

ミ
云
ふ
經
濟
書
を 

:

以
上
ニ
つ
の
引
用
に
依
て
經
濟
學
不
進
步
の
原
因
、
：

公
に
し
た
が
"
未
だ
社
會
ー
般
の
注
意
を
惹
く
ま
'で
.時 

從
て
經
濟
學
の
完
全
な
宠
義
1

1

云̂
ふ
ょ
，う
は
多
數
は
至
ら
な
か
つ

^
や
う
で
あ
る
。

f
f
i
a 

)

然
る
に
次
で

第
十
六
港
a

o

l

l

m

v
雜
錄
：：シ

H'

ィ
°
千
ス
|

?

經
濟
學
の
定
餞 

笫

七

娀

一

.四
七
.
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四
八
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一
 pies... of 

W
o
o
a
o

3 ̂

s
o
m
e

 

of theiV applications 

to 

sodal 

philosophy. 

を
公
に
す
る
.に
及
ん
で
、
彼
はr

蹓
經
濟
學
界
の
第
一 

人
者
枚
.る
に
至
つ
た
:°,シ

デ
.叶
ッ
.ク
は
此
書
に
就
て
日

.'

.「

一
A-
四
八
年
©
想
の
偉
大
な
る
解
說
者(

ミ
S

が 

.

.
1
書
を
著
は
し
て
、
論
時
代
に
行
，は
：れ
た
論
爭
の
主
耍
.

「 

:.な
る
成
果
^
巧
妙
に
叙
述
蹄
入
し
た
：
書
中
に
於
て
、

.、ジ

.力
ー
ド
I
の
經
濟
學
說
は
、
數
多
の
必
要
な
る
說
明 

ぞ
、
傲
限
ご
を
附
し
て
提
唱
せ
ら
れ
た
し
、
又
他
の
嗤 

濟
學
者
の
理
に
適
へ
，
る.

異
論
や
、
補
足
的
暗
示
な
る

も 

の
は
ヽ
數
多
ぐ
適
當
に
考
察
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
.る
。
®?
'
 

■̂
て
經
濟
學
は
、
遂
に
根
本
的
槪
念
ビ
原
理
ご
に
關
し 

て
.は
論
银
の
狀
.態
を
脱
出
し
、
11
'
し
て
將
來
な
^
る
可 

く
殘
さ
れ
た
も
の
は
、：M

ぐ
te
に
設
け
ら
：れ
た
®
柢
の 

:
1
^

afi
i
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
マ
し
思
.は
れ
た
.
0
.ジョ
.ン
.■ 

•

 

ス
チ
ユ
ア
ー
ト
*
ミ
ル
の
a*
;
葉

が

、

此
.信

仰

を

齎

ら

す

^

,
5
ざ

經

雪

办

觉

義

 

鄉

セ

號

-0
A

.
 

役
立
つ
た
こ
ど
は
、

非
常
な
も
の
で
あ
る
。し

(

警

)

S
。
兎
に
ft
ミ
ル
の
著
.書
が
當
時
の
經
濟
學
者
に
興
常 

の
.感
酞
を
與
へ
た
こ
S
は
.、
赂
ぼ
推
知
す
る
こ
ビ
が
出 

來
や
ぅ
^
患
ふ
。
是
に
於
て
所
謂
英
國
苽
統
派
經
濟
擧 

一
のSilver a

g
e

が
,
現
出
し
た
の
で
ぁ
る
。

|
:.
:
飜
っ
，て
ミ
ル
自
身
は
、
本
書
の
六
刊
に
就
て
如
何
な 

\

る
抱
負
を
持
っ
て
居
た
か
。
夫
れ
は
第
一
版
の
序
文
に 

l

-i
不
し
て
ぁ
る
か
ら
、今
繁
を
厭
は
す
左
に
引
用
す
るo 

I
「

：
：
本
書
の
訐
盡
せ
：る
所
ば
、
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の 

\

大

著(
w
e
a
l
t
h 

of Nations)

以
來
英
國
に
於
て
著
述 

一：
せ
ら
れ
た
總
て
の
經
濟
學
に
關
す
る
論
文
ど
相
違
す
る 

\

の
で
ぁ
る
。
：
：
現
在
の
.著
者(

ミV
)

に
取
り
て
は
、

一
其
目
的
及
び
一
般
的
槪
念
：に
於
て
ア
ダ
ム

0
ス
ミ
ス
の 

著
書
に
類
似
し
な
が
ら
も
、
現
時
の
ょ
り
廣
沉
に|

旦
れ 

る
知
識
S
ょ
り
改
善
せ
ら
れ
た
觀
念
ビ
に
適
應
す
る
：所 

の
著
書
を
六
刊
す
る
^」_

ミ
は
、

現
代
經
濟
學
の

3?
求
す 

る
貢
献
の
一
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
抑
も
國
當
論

は
、：
幾
多
の
點
に
於
て
陳
腐
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又 

全
然
不
完
全
の
も
の
で
あ
る
。
：
• 

*併
し
ス
ミ
ス
の
主 

題
を
取
敬
ふ
實
際
的
方
法
£
、，
其
原
理
に
就
て
典
後
增 

加
し
12
知
識
ど
を
，結
合
す
可
き
企
陶
？
藉
く
は
ス
ミ
ス
ー 

が
英
國
の
哲
學
に
關
し
て
物
の
見
事
化
成
功
し
た
や
ぅ 

に
'
:現
時
の
至
善
な
，る
社
#
的
諸
舰
念
を
支
持
せ
る
關 

係
に
於
て
社
會
の
經
濟
現
象
Q
H
e 

economical 

pheno- 

m
e
n
a

 of Society)

を
顯
示
す
可
き
企
圖
は
、
未
だ
嘗
て 

毫
f
試
み
ら
れ
な
か
つ
た
。
斯
る
觀
衾
こ
そ
、
本
書
の 

著
者
が
抱
懷
せ
る
所
.で
あ
る
。

*
れ
を
實
現
す
る
®
に 

於
て
部
分
的
に
成
功
す
る」

〕

ビ

さ

へ
、
彼
を
誘
ふ
て
失 

敗
の
凡
ゆ
る
機
禽
を
甘
受
せ
し
む
る
に
は
極
め
て
有
益 

の
功
業
で
あ
ら
ぅ
。
云
.々」

f
 )

：

ミ
ル
が
右
の
如
き
f
i氣
込
を
以
て
公
に
し
た
著
書 

は
、
果
し
て
所
期
の
效
果
を
收
め
た
る

や
西
や
。
夫
れ 

，
は

今

俄

か

に
if
言
す
る
：

M

 

t
が
出
來
な
い
o 

0
に
硏
究 

;

を
重
ね
て
私
は
夫
れ
を
楚
非
す
る
積
り
で
あ
る
。

第
十
六
^

(

一
0
•三
七)

雜
錄
ジ
ェ
イ

i
ス
▲

.1.1

.

ミ
ル
は
^

«

»
濟
學
原
理
の
序
論
に
於
て
日
く
、

、

「

經
濟
學
の
主
題
は
.富
で
.(

g

G

&

sあ
る
。
經
濟
學 

:

上
の
著
述
を
な
す
者
は
> 
富
の
本
質
く
、
其
生
齑
及
び 

j

分
配
に
關
す
る
諸
法
則
さ
を
說
Mi
l
し
、
又
硏
究
す
る
の 
|

が
其
職
分
：で
あ
る
。
勿
論
其
職
分
の
中
に
は
、
人
間
的 

\

欲

求(

ぎ
3
0
1
1

d
e
s
h
-
e
)

の
此
一
般
的
對
象(

即
ち
富) 

j
:

の
點
ょ
り
觀
て
、
人
類
或
は
凡
ゆ
る
人
間
社
會
の
狀
態 

|

が
繁
榮
に
赴
き
、
#

く
は
衰
微
を
來
す
所
の
諸
原
因
の 

|

作
用
を
，
直
.接
又
は
.間

接

に

說

明

硏

究

す

る

こ

も

.亦 

|

包

含

せ

ら

る

、
の

で
*
る
。」

\ 

y
°
併
し
ミ
ル
は
左
の
如
ぐ
附
言
し
て
、
右
の
定
義
を 

「

補
足
し
て
居
る
。

_ 

.

:

.
「

然
れV

も
夫
れ
は
、
經
濟
學
に
關
す
る
總
て
の
論
，
 

，文
が
是
等
の
原
因

(

即

ち

繁

榮

比

赴

き

、

若

く

は

.衰

微 

を
來
オ
所
，

Q

諸
原
因)

を
悉
く
論
述
し
、
否
列
詛
す
名 

こ
^
が
出
來
る
ど
云
ふ
意
味
で
は
な
く
し
て
、夫
れ
«
、
 

J.

; y

ズ
經
濟
學
の
定
義
.

::
第
七
號
一
四
九



箱

十

六

卷

(

ー
〇

1
1
1八

)

_

:

雜

錄

S

ィ

®

H

f

 

依

つ

て

以

て

夫

等

の

賴

因

が

作

用

す

る

所

の

諸

法

則

ギ
 

諸

原

理

ビ

に

就

て

知

悉

せ

る

限

り

、
.之

を

擧

示

す

る

v

 

j

 

汔

が

出

來

る

ビ

云

ふ

意

味

で

あ

る

。

」

8

6

)

0

で

T r
x f

の

定

義

は

、

i t
理

の

精

猶

を

以

て

知

ら

れ
 

る

ミ

ル

の

與

へ

た

も

の

^

し

て

は

、

吾

々

に

甚

だ

し

く
 

異

樣

0

感

を

抱

か

し

め

る

で

あ

ら

う

。

併

し

夫

1

^

、
 

決

し

て

彼

が

故

意

に

さ

う

し

た

！

t

で

は

な

い

。

M

故

ビ
 

云

ふ

.

.に

彼

は

叹

か

^

.
左

の

匆

ぐ

.斷

言

を

し

て

.居

る

か

：

 

ら

で

あ

る

。

即

ち

’

「

定

義

の

形

而

，上

學

的

精

緻

_ 

(
m

e
t

a
p

h
y

s
i

c
a

l
 

m
.

c
e

t
y

 

o .
f
 

d
e

f
i

n
i

t
i

o
n

,
)

を

目

的

^

す

る

の

は

、

本

書

觸

進

上

> 
>

 

於

て

何

等

重

要

の

部

分

n r
.は

な

い

':
0

1

7

)

ハ

■

•
 

_

€

y
斯
う
な
る
ど
私
が
本
論
中
に
論
す
可
き
乙
ど
は
極 

め
て
尠
少
な
る
が
如
く
で
あ
る
が
、：
#

a
な
る
哉
、
彼 

0

Essays 

on 

s
o
m
e

 

Unsettled 

Questions 

of POIi. 

tical 

E
c
o
n
o
m
y
.

中
に
收
錄
せ
ら
れ
た1

文
は
、
：經
濟 

學
の
定
義
て
う
主
題
の
下
'に
論
述
さ
れ
て
あ
る
。
併
し
.

ユ

ミ

經

濟

讲

.

_

、

:

第

七

號

5

0

 

:

ニ

書

の

間

に

相

違

な

§

や

哲

や

。

エ

ジ

デ

ヲ

ー

ス

氏

に
 

從

へ

ば

、

w
s

s
a

y
s

s

經

濟

學

M

理

ど

の

間

に

は

異

な

る
 

矿

力

.な

い

の

で

あ

る

。

c
t f
s

y

殊

に

E
s

s
a

y
s

.

に

^

て
 

論

述

せ

ら

れ

た

も

の

は

、

經

濟

學

原

理

に

於

て

取

扱

は
 

|

れ

.た

も

の

に

比

す

れ

ば

、

遙

か

に

詳

密

で

あ

る

。

,

從

つ
 

|

て

解

說

す

る

上

に

も

甚

だ

便

宜

で

あ

る

か

ら

、

私

は

以
 

下

前

者

の

論

文

を

解

說

し

な

が

ら

、

後

者

に

も

出

K

得
 

|

る

限

6

論

及

し

て

、

彼

の

見

解

を

充

分

に

紹

介

す

る
や
 

て

ぅ

に

努

め

る

。

'

:

マ

：

'

:

:

三

ノ

一
.

前

記

E
S

I

の
第
五
の
論
文
は
、
前
半
に
：於

て

經 

厂
濟
學
の
定
義
を
取
扱
ひ
、
後
半
妃
於
て
經
濟
學
の
硏
究 

方
：法
を
取
扱
つ
た
。
彼
は
經
濟
學
の
定
義
を
論
ず
る

に

 

先
立
つ
て
、

先
づ
科
學
其
物
の
成
立
經
過
を
叙
述
し
、
 

次
に
科
學
の
定
義
の
由
來
.に
說
き
及
ん
で
居
る
。
今
； 

大
要
を
左
に
引
用
す
る
。

敍
て
の
科
學
に
關
す
る
論

文

は
'
*常
に
簡
單
な
る
形

^

を
^
.て
其
科
學
は
洳
何
な
る
も
の
で
め
名
か
、
又
.夫
の
如
く
組
成
せ
ら
れ
た
全
體
は
、
屢
々
全
體
ビ
し
て
云 

れ
似
4

何
な
る
a
,に
於
て
他
.の
科
摩
V
J
S違
す
る
か
、

爲
せ
ら
れ
る
の
で
、
遂
に
共
通
の
名
»
を
得
る
に
至
つ 

を
示
す
企M

に
始
ま
る
が
故
に
、
自
ら
斯
の
如
き
形
式
た
。
卯
ち
斯
く
集
合
的
名
稱
を
取
得
し
た
眞
理
の
一
園 

を
組
成
す
る
こ
ミ
が
、
甘)

、科
學
の
立
派
“
硏

究

に

先

行

は
> 
總
て
ル
あ
ど
名
付
け
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
。
併
し
久 

し
た
も
の
で
ぁ
る
ど
推
測
ぼ
ら
れ
る
。
併
し
是
れ
は
II
1

-
し
い
以
前
か
ら
、
.斯
る
.偶
然
的
分
類
は
、
決
し
て
芷
確 

實
を
距
る
乙
)£
,か
遠
ぃ
。
抑
も
或
科
學
の
定
義
は
、
殆

|

で
な
ぃV」

感

访

ら

れ

た

。
へ

そ

こ

で

知

識

の

進

步

す

る

S

ん

:i
+

常

に

科

學

其

物

の

創

造

に

先

打

し

な

い

で

、

寧

ろ
 

之

に

附

隨

し

た

の

で

*

る

。

*

.

. 

•
人

間

は

：知

的

敎

化

の

 

樹

立

，

.せ

ら

れ

る

^

先

立

つ

て

、

興

土

地

を

測

嚴

し

た

も

、

 

の

：で

は

な

S
。

彼

等

人

間

は

、；
人

間

的

硏

究

の

分

野

を

.
 

先

づ

整

然

ビ

龆

劃

し

、

次

に

其

土

地

に

据

置

か

れ

る

目
 

的

を

以

て

、

數

多

の

眞

理

を

m

集

し

始

め

た

も

の

で

は
 

K

。

，
即

ち

人

.間

は

、

：

非

紐

織

的

方

法

の

下

に

着

手

し
 

た

の

で

あ

る

。

♦
故

に

，

々

の

事

實

も

、

一
定
の

布

意

的

分

類

9

コ
 y

 

i
n

t
e

p
t

i
o

n
a

l
o

l
a

s
s

 
一 f

k
a

t
i

o
p

v

 

を

用

. 

— 

> 

'
1
•
,

.

ひ

す

に

、

唯

だ

個

々

の

類

似

(
t

h
e

i
r

 

i
n

d
i

v
i

d
u

a
l

 

a
f

H
n

i
t

i
l

 

e
s

)

に

從

つ

て

彼

我

に

相

集

つ

た

の

で

ぁ

る

。

:

斯
 

第

十

六

餘

(
i

c
m

九

V

雜

:

錄

.

S

イ

；

ス
？

共

に

、

樣

々

の

企

圖

も

試

み

ら

れ

た

が

、

皆

拙

劣

千

萬
 

に

し

て

、

次

で

與

へ

ら

れ

た

定

義

も

亦

頗

る

不

完

全

で
 

あ

っ

た

。

:

:

夫

れ

は

何

故

で

あ

る

か

^

云

へ

ば

、

.其

.
 

科

學

を

組

成

せ

る

總

て

の

眞

理

b

共

通

に

し

て

、

而

も

：

:

他
の
凡
ゆ
る
眞
理
ど
夬
等
の
眞
理
>£
を
區
別
す
る
#
質
. 

は
抑
も
如
何
な
る
も
の
'で
あ
る
かV

J

135
:
ふ
や
ぅ
な
^

■

r

力

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る

。

從

っ

て

或

科

學

に

通

曉
 

し

た

人

々

I

へ

、

常

に

確

固

た

る

論

理

的

抗

辯

に

a

,
 

遇

せ

ざ

る

が

如

.
き

其

科

學

自

體

の

定

義

を

與

へ

る

た

め

“
 

に

、：多

大

の

當

惑

を

感

じ

た

の

で

.
あ

る

。

是

れ

蓋

し

、

夫
々
の
科
學
に
下
す
樣
.々
な
定
義
は
、
成
は
廣
汎
に
過 

ル
i
經
濟
學
の
足
義
：

:■

:
;:
-筇

七

號

:
:



第
十
六
锫(1.

o
四0

〕

雜

錄

ジ

H

イ
i

ス
^
^
ル
と
經
濟
擧

.0
铤
義

第
七
號

1
五
ニ

ぎ
、
或
は
狹
隘
に
失
し;1
:
、
槪
ね
適
赏
の
も
の
で
な
い 

か
、
.若
く
は
充
分.に
目
的
の
科
學
を
追
求
せ
す
、
單
に 

其
ヽ
要
素
を
捨
て
琢
ら
其
偶
素
を
捉
へ
て
自
的
の
科
學
に 

®
義
を
與
ふ
る
が
れ
め
に
外
な
ら
，な
い

o
云
はi
或
# 

.，性
に
依
：
つ
て
目
的
の

_
«に
_
義
を
興
へ
.
た
の
で
あ

る
:-
°(

！

'

;;
:
:

.

.四

. 

：
.

續
い
て
ミ
ル
は
科
學

0
原
理
に
就
い
て
論
じ
た
。
之

，
を

左

に

要

約

す

る

。

抑
も

或
科
學
の
定
義
ば
、、デ.-
,
-
丨

ガ

ル

ト

.
。

ス

チ

ユ

フ

—

ト

が「

凡

ゆ

る

科

學

の

最

初

の

.：®

理

は

人

心

の

哲

學

に 

隠

す

る」
(the 

first D
r
m
c
i
p
i
e
s
o
f

 all sciences belong

to 

the 

philosophy 

of.tlle 

I
m
m
a
n

 

3
5*
6
.

)

ど

.|
1
1察
し

 

た
時
にn

n

論
見
れ
や
ぅ
な
種
類
の
眞
理
の
中
に
、
置
が
ノ 

.れ

な

け

れ

ば

な

ら

.

3

。
，
.從
0
.て

凡

ゆ.る
..科

學

の
^

.初
の 

原
禅
は
、其
科
學
の
定
義V」

典
に
"
從

來

凡

ゆ

る

部
！
：

の
，.

の
瞹
昧
皮
不
寫
ど
の
色
彩
を
帶
•ひ

て

居

^

の
で
あ
る
パ 

若
し
吾
々
が
例
へ
ば
»
學
か
物
现
學
か
に
關
す
る
書
物 

を
繙
く
な
ら
ば
、
吾
，々
は
次
の〗

一
個
の
印
象
を
受
け
ざ 

る
を
得
な
い
。
即
ち(

1
)

最
初
に
し
て
根
本
的
な
る
想 

念
^
し
て
現
は
さ
れ
て
居
る
や
ぅ
に
見
ゆ
る
も
の
が
、 

漢
然
た
る
も
の
で
あ
る
こ
^

、
並
に(

ニ)

最
初
の
傾
.砸 

が
發
見
せ
、b
れ
る
や
ぅ
に
見
ゆ
る
も
の
ヾ」

し
て
吾
々
を 

欺
い
た
色
々
の
^

■
も
、
'
一
度
著
者
が
其
主
題
の
詳
細 

に
立
.入

る

や

否

：や

、

様

々

の
明
白
な
る
說
明
及
び
樣
 々

の
確
定
せ
る
瞪
據
ヒ
甚
だ
し
い
相
違
を
來
し
て
居
る
皮 

1:ム

ふ
颇
る
不
完
全
な
狀
態
、
是
れ
で
あ
る
。
然
ら
ば
斯 

の
如
き
變
則
は
何
處
か
ら
起
る
の
で
あ
る
か
。
何
故
に 

，
夫

等

科

學

の

成
-*
が
是
認
さ
れ
た
確
實
性
は
、
毫
も
其 

前
提
が
_

弱
€

な
る
に

侬
.つ
て
a

害
せ
ら
れ

な

いの
で 

あ

る
か
？
何
故
に
鞏
固
.な

建
設
物
が
、
不
安
定
：な
基 

.磓
の
上
.に
成
立
し
た
.の
で
あ
る
か
。
斯
る
疑
問
の
解
決

知
識
に
於
て
至
難
未
決
の
も
の
に
普
遍
的
で
ぁ
つ
た
所
は
、

「

所
謂

.

最
初
の
原
理
が
實
は
最
終
の
原
理
た
る

」

3 
邊 

園

に

睡

^

^

^

^

^

^

;

;

,

,

ト

龜

r
w
h
a
t

 

a
r
e

 

c
a
l
l
e
d
?
s
t

 

p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
,

 

.are, 

i
n

 

t
r
u
t
h
,

last 

principles.)

點
に
花
る
。(

tt
lu〕

:
右
の
如
く
、
ミ
，
が
自H

自
答
を
試
み
た
の
に
對
し 

て
、故
大
两
猪
之
肋
敎
授
は
左
の
如
く
評
し
为
、

「

：
.
言
は
嫉
ま
し
き
迄
に
輕
快
に
操
つ
ら
れ
れ
れ 

V
j

も
、
.弄
ば
れ
れ
る
は
心
理
的
の
最
終
^
論

理

的

の

最

，， 

初
^

の
相
違
で
あ
つ
て
，
之
を
論
理
的
に
最
初
の
原
埋
，，
 

は
心
理
的
に
最
終
の
原
理
な
b

e
書
き
改
む
.れ
ば
、
之 

ゆ
が
，學
S
術
€
の

區

別

ょ

ト

繇

進

し

て

、
，
如

何

に

的

確 

に
經
濟
學
窜
羅
論
の
最
初
に
し
飞
最
終
な
る
間
題
を
指 

摘
把
握
し
た
る
か
を
學
び
得
る
:0
■固
ょ
り
ミ
ル
'其

人

がj 

是

に

下

し

た̂
解
決
が
果
し
て
我
等
が
臟
足
し
て
採
用1 

し
得
：ベ
ぎ
喊
決
な
h
.や
否
や
は
、
敢
て
大
な
る
問
題
で： 

は
な
い
。
彼
の
功
績
ば
力
シ
十
の
哲
學
史
上
の
そ
れ
^

相
同
じ
く
、
問
題
の
眞
の
焦
點
を
摘
發
し
れ
る「

に
あ
る
。
 

而
て
.正
し
ぐ
間
題
を
提
出
す
る
.は
、：今
も
昔
も
最
早
や 

問
題
を
钜
ば
解
決
じ
れ
る
所
以
な
る
事
を
我
等
は
忘
れ

:
第十六

#

2

0

四
|)

雜

.錄

S

イ
•
エス？

て
は
な
ら
な
い
。し
6
11)

:
,
_次
に
ミ
ル
ば
、
問
題
の
最
終
の
原
理
を
論
す
る
"
典
：
：
 

最
終
の
原
理
自
體
は
？
其
科
學
の
殘
餘
を
支
持
す
る
®

」

 

據
の
連
働
が
未
決
の
：ま
、
に
侬
繫
し
て
居
る
定
點
で
は 

一：

な
く
し
て
、
實
は
連
續
し
た
.證
據
の
遠
き
彼
方
に
存
在
:
 

す
る
鎖P

な
の
で
あ
る
。
恰
か
も
凡
ゆ
る
他
の
眞
理
が
、 

ノ
其
*
終
の
原
®
ょ
>
 
演
鞾
せ
ら
れ
る
や
ぅ
に
見
ゆ
る
け 

.れ
ど
、：
其
最
終
の
，原
理
は
、；
最
終
に
.到
達
せ
ら
れ
る
眞
■ 

一
一
理
.に
外
な
ら
な
ぃ
。
即
ぢ
最
終
の
原
理
は
、
槪
括
の
最 

:終
時
期
に
於
け
る
、
又
は
分
祈
の
最
終
且
極
微
な
る
過
■:

,-
?
:
こ

於

け

る

竑

果

へ

 the 

result 

o
f

 the 

last 

stage 

oi

,
 

-

«
 
•.

g
e
n
e
r
a
l
i
z
a
t
i
o
n
'
o
r

.
 of", the 

last, a
n
d

 

s
u
b
t
l
e

'̂, process 

-of a
n
a
l
y
s
i
s
)

で
あ
つ
て
、
而
も
其
科
#

の
特
定
眞
现
众 

.
依
風
し
得
る
所
の
も
の
で
あ
る
。夫
等
の
特
定
眞
理
は
、
 

爾
め
夫
自
身
の
性
質
に
固
有
な
る
證
據
に
依
つ
て
確
碰 

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。(

註
12
>

.要
す
る
に
.ミ
ル
の
所
說
は
、，馓
初
術
ど
學
ミ
の
馄
合

▼r

ル
と
經
濟
學
の
定
義
:

:

第
七
號
二
五
三
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十
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卷

(

1

0
四
5

雒
' 

錄
ク
エ
イ

i

ス
*
ミ
ざ
經
濟
學
の
定
義

し
だ
も
の
を 
一
®
し
て
科
學
^
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
.

「

其
組
織
的
知
m
e)
:
集
随
も
樣
：々
の
不
都
合
ょ
t

て
、

.
 

漸
次
分
化
す
る
に
至
り
、
學
ミ
術
ビ
の
間
に
何
等
か
の 

差
別
を
設
く
る
に
至
つ
た
^j

云
'ふ
に
在
る
。
現
に
ミ
ル 

は

、:,
'
經

濟

學

原

理
0
序

論

：に
，於

て

次

の

如

く

述

ベ

て

居

…

一 

る
。「

人
事
の
凡
ゆ
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